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※１ 制御棒の定期作動試験は、毎月１回、全ての制御棒について１本ずつ、現在の位置から約１５

ｃｍ挿入・引抜を行うことで、制御棒の動作を確認する試験です。 

 

※２ 制御棒の緊急挿入（スクラム）機能が確保されていることとは、緊急挿入に必要な蓄圧装置の

圧力が定められた値（10.64MPa）以上あること、および原子炉緊急停止の信号を発信する原子

炉保護系計装が動作可能であることを確認している場合をいいます。 

 
 

 

以 上 

浜岡原子力発電所３号機 定期作動試験時における制御棒１本の位置表示不良について 

対象号機 ３号機（定格熱出力一定運転中） 

：沸騰水型、定格電気出力１１０万キロワット 

お知らせ基準 「表２－１ 原子炉の運転中に運転に関連する主要な機器の軽度な故障が

あったとき。」に該当します。 

発生年月日 

 

発生時の状況 

制御棒（全１８５本）の動作を確認するための定期作動試験（※１）を実施

していたところ、午前０時４２分、１本の制御棒の挿入時に制御棒の挿入位

置を監視する装置で警報が点灯し、当該制御棒の挿入位置が表示されなく

なりました。 

調査を行った結果、当該制御棒の動作に問題はありませんが、制御棒の

位置を検出する回路の一部に不具合が確認され、挿入過程における位置

が表示できないことが判明しました。 
現在、当該制御棒を試験前の全引き抜きの位置に戻し、警報は消灯して

います。また、当該制御棒の位置は現場盤でも確認することができます。 
次回定期検査において、当該位置検出回路を取り替えます。 

当該制御棒を除く１８４本の制御棒については、定期作動試験により、動

作および位置表示に問題ないことを確認しました。また、全ての制御棒の緊

急挿入（スクラム）機能は確保されていること（※２）を確認しました。 

本事象による運転への影響はなく、定格熱出力一定運転を継続しています。 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 放射能の影響 

平成２０年９月２日 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf�


 

３号機制御棒および今回発生した事象の概要 
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３号機 制御棒配置図 

全制御棒本数：１８５本 

全引抜状態の制御棒 

位置表示不良の制御棒（全引抜） 

挿入状態の制御棒 
数字は制御棒の挿入位置を示しま
す。『０』が全挿入位置で、『４８』が
全引抜位置となります。 
※４８の記載は省略しています。 
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通常操作時は、制御
棒駆動水ポンプから
の駆動水により、制御
棒が動作します。 
緊急時は、蓄圧装置

に蓄えられた圧力で
制 御 棒 が 緊 急 挿 入
（スクラム）します。 
制御棒の位置は、制

御棒駆動機構に取り
付けられた位置発信
器と位置検出器によ
り検出されます。 
今回の事象は、全引

き抜き状態で発信さ
れる信号が、挿入状
態でも発信されたた
め、制御棒の位置が
確認できなくなりまし
た。 
 

位置検出器
（全５３個） 

位置発信器 

信号なし 

信号なし 

信号なし 

信号あり 

信号あり 

回路の不具合で、
発信された誤信号 

圧力が確保されており、制御棒の緊急挿入
機能に問題ないことを確認しました。 
圧力：１２．８５ＭＰａ（要求値：１０．６４ＭＰａ） 
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